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高レベル放射性廃棄物の地層処分 
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2009 年  2 月 

日本原子力学会 
 

 
日本原子力学会は、全ての放射性廃棄物が適切に処分されることが、わが国の原子力平和

利用に欠かせない重要な課題であると確信している。特に、高レベル放射性廃棄物は超長期

にわたって人間とその生活環境に影響を及ぼさないようにすることが必要であり、また原

子力エネルギーの利用に伴う議論から社会的関心も高いため、以下のとおり提言と現状認

識を述べる。 
 
【日本原子力学会としての提言】 
日本原子力学会は、公平、公正な科学技術者集団としての立場から、地方公共団体、関係

住民及び国民の理解と協力を得ながら地層処分についての理解を深め、地層処分事業が着

実に推進されるよう以下のとおり提言し、これらの活動を全面的に支援する。 
 
1. 政府及び原子力発電環境整備機構（NUMO）は、電気事業者、研究機関、学協会ととも

に、原子力エネルギーの利用について国民の間で様々な意見がある中で、地層処分の具

体的な計画について幅広く議論を展開することによって、高レベル放射性廃棄物を安全

に処分することが不可避な課題であることを、国民と共有すること。 
 
2. 地層処分事業は、サイト選定から建設、操業、閉鎖、閉鎖後管理、事業廃止まで、ステ

ークホルダー間の意見交換、安全レビュー、モニタリング等を行いながら数十年から数

百年にわたり段階的に進めるものであることから、大学や研究機関での成果も踏まえた

当該分野の新たな知見も十分取り入られるよう、政府及び NUMO は、電気事業者とと

もに、研究機関、学協会と適切な連携をはかること。 
 
3. 地層処分の事業を適切に進め、また、安全性を国民に説明するうえで、わが国の安全基

準や指針が着実に整備されていることが大切である。この際、規制当局は、公開の場で

NUMO と適切に情報交換を行うことにより、NUMO における文献調査、概要調査、精

密調査等の事業進捗を踏まえること。 
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4. 地層処分は、ガラス固化体、人工バリア、天然バリアで構成する多重バリアシステムの

概念を基本としており、これには原子力工学、機械工学、材料学、土木工学、地質学・

地球科学、シミュレーション科学のみならず社会科学等の多岐にわたる学問領域が関連

する。このため、これらの学問領域に携わる大学や研究機関は、地層処分の信頼性の向

上のために、地層処分を支える基礎基盤研究を着実に継続すること。 
 
5. 今後百年に亘る処分事業の実現に向けた研究開発には常に一定規模の人的資源を有する

必要があることから、政府及び NUMO は、電気事業者、研究機関、学協会とともに、

若手研究者の育成に力を入れること。 
 
【現状認識】 
本提言を取りまとめた時点での現状認識は以下のとおりである。 

現代社会において電力は不可欠な社会インフラであり、1960 年代以降、わが国では原子

力発電の利用を選択してきた。その結果として発生する高レベル放射性廃棄物は、高い放射

能を有するとともに、半減期の長い放射性核種を含有することから放射能の減衰には非常

に長い時間を要するという特徴があり、これを適切に処分することは、原子力利用を進めて

きた各国の共通の課題となっている。高レベル放射性廃棄物の処分を進めることは、原子力

発電の恩恵を受けた現世代の責任である。 

わが国において、原子力発電で利用した使用済燃料は、再処理を行い、再利用可能なウラ

ンとプルトニウムを利用する方針としていることから、再処理過程で発生する廃液を固化

したガラス固化体が処分対象の高レベル放射性廃棄物となる。 

現在、わが国には、英国及び仏国に再処理を委託し返還されたガラス固化体、原子力機構

東海再処理工場及び日本原燃六ケ所再処理工場で製造されたガラス固化体が既に存在して

いる。さらに、国内で貯蔵されている使用済燃料は約 19,000 トンあり 1)、ガラス固化体に

して約 27,000本の高レベル放射性廃棄物を処分しなければならない状況である 2)。 

これらの高レベル放射性廃棄物を、わが国おいては、2000 年に成立した特定放射性廃棄

物の最終処分に関する法律に基づき地下深くに最終処分することとしている。この地層処

分はガラス固化体を多重バリアシステムにて長期間安定した岩盤に閉じ込め、人間とその

生活環境から隔離する方法であり、国際的にも高レベル放射性廃棄物を処分する方法とし

て最適であると考えられている 3)。 

地層処分の具体化を図るため、上記の法律に基づき、実施主体として NUMO が 2000 年

に設立された。政府は、特定放射性廃棄物の最終処分に関する基本方針を定め、2002 年 12
月から文献調査の対象となる地区の公募を開始した。その後、公募に応じた自治体での応募

の取り下げに至った経緯を踏まえ、公募だけでなく国からの申し入れ方式の併用とする改

定を経て、2023 年 4 月 28 日に現在の方針に改定された。現在の基本方針の改定ポイント

としては、「国を挙げた体制構築」、「国による有望地点の拡大に向けた活動強化」、「国の主
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体的・段階的な対応による自治体の負担軽減、判断の促進」、「国による地域の将来の持続的

発展に向けた対策の強化」が挙げられている 4)。 
処分地選定に関するプロセスとしては、現在、北海道寿都町及び神恵内村での文献調査報

告書が町村長及び道知事に提出され 5)6)、また、佐賀県玄海町では文献調査が行われている

7)。 
以上。 
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